
様式第１号（第３条関係）
申請手続のための確認事項（個別設備）
	確認項目（確認欄に，✔してください）
	確認欄

	共通
	未使用品であり，中古品ではない。
	□はい

	
	機器の形状，規格及び構造等が確認できるカタログ，仕様書等の写しを添付している。
	□はい

	
	補助対象経費の内訳明細がわかる書類（見積書原本又は請負契約書の写し）を添付している。
	□はい

	地中熱ヒートポンプ
	地中の熱（冷熱を含む）を熱源として，その熱をヒートポンプで汲み上げることにより，暖冷房・給湯・融雪用のエネルギーとして利用するものである。
	□はい

	
	エネルギー消費効率（ＣОＰ）が３．０以上である。
	□はい

	定置用リチウムイオン

蓄電池
	蓄電池部（リチウムイオン蓄電池），電力変換装置（インバータ，コンバータ，パワーコンディショナ等），蓄電システム制御装置，計測・表示装置，キュービクル等で構成された機器であること。
	□はい

	
	壁・床に固定するものであること。
	□はい

	
	太陽光発電システム等の余剰電力を蓄電できること。
	□はい

	燃料電池システム

（エネファーム）
	都市ガス等から，水素を取り出し，空気中の酸素と反応させて発電させ，発電時の排熱を給湯や暖房等に利用するものであること。
	□はい

	
	定格運転時において０．５kW～１．５kWの発電出力であること。
	□はい

	
	定格運転時における発電効率が低位発熱量基準で３９％以上，総合効率が低位発熱量基準で９５％以上であること。
	□はい

	
	寒冷地仕様で，市場に流通しており，メーカー指定の環境条件に設置すること。
	□はい

	ガスエンジンコージェネレーション（コレモ）
	天然ガス又はＬＰガスを燃料とし，熱の供給を主目的としたシステムである。
	□はい

	
	熱出力が５ｋＷ以下で，小出力発電設備(１０ｋＷ未満)である。
	□はい

	
	総合効率が低位発熱量基準で８０％以上である。
	□はい



